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－１２１－ 

再    開  （午後  ２時０３分）  

 

○議  長  

 皆さん、こんにちは。  

 井戸議員より、体調不良のため、本日の会議を欠席する旨の届出がありまし

たので、御報告いたします。  

 初日の本会議において選任同意を頂きました農業委員会委員の辻󠄀本忠雄様

が、農業委員会委員１４名の方を代表されまして御挨拶に参っておられますの

で、お受けしたいと思います。  

○農業委員会委員（辻󠄀本忠雄）  

 皆さんこんにちは。ただいま御紹介いただきました辻󠄀本忠雄でございます。

貴重な時間を頂戴いたしましてありがとうございます。僭越ではございます

が、農業委員会委員１４名を代表いたしまして、一言お礼を申し上げます。  

 議員の皆様方には、本議会におきまして、農業委員の任命につきまして御同

意賜り、大変ありがとうございます。  

 農業委員の活動には、農地法に基づく権利移動の許認可、農地等の利用最適

化、担い手への農地の集積、集約、遊休農地の発生防止や解消、新規参入の促

進の推進などがあります。平群町では現在、高齢化などによりまして、担い手

の減少が進んでいます。そのような状況の下におきまして、農業委員会に求め

られる役割や責任は大きいものと感じております。農業委員が一丸となりまし

て取り組んでまいりたいと思います。  

 議員の皆様方につきましては、引き続き御指導、御協力賜りますようお願い

申し上げまして、簡単ではございますが、お礼の挨拶とさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。（拍手）  

○議  長  

 ただいまの出席議員は１１名で定足数に達しておりますので、令和８年平群

町議会第４回定例会を再開いたします。  

 これより本日の会議を開きます。  

（ブー）  

○議  長  

 本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりです。日

程表に従い、議事を進めてまいります。  

 日程第１  諸般の報告を行います。  

 ６月１１日に開催されました下水道事業特別委員会の報告を求めます。森田

下水道事業特別委員会委員長。  



－１２２－ 

○下水道事業特別委員長（森田  勝）  

 それでは、報告させていただきます。  

 去る６月１１日木曜日、本会議終了後より下水道事業特別委員会を開催いた

しました。  

 案件につきましては、令和８年度以降の下水道事業計画についてでありま

す。  

 当局より説明していただき、協議を行いました。  

 以上のとおり下水道事業特別委員会の報告とさせていただきます。  

○議  長  

 続きまして、６月１９日に開催されました公共交通対策特別委員会の報告を

求めます。馬本公共交通対策特別委員会委員長。  

○公共交通対策特別委員長（馬本隆夫）  

 それでは報告をさせていただきます。  

 去る６月１９日金曜日、午前１０時より公共交通対策特別委員会を開催をい

たしました。  

 案件につきましては、１、令和７年度事業報告について、２、令和７年度収

支決算報告について、３、地域連携サポートプランについてであります。  

 この件につきまして当局より説明を受けまして、協議を行いました。  

 以上、公共交通対策特別委員会の報告とさせていただきます。  

○議  長  

 以上で諸般の報告を終わります。  

 ここで、先進地視察研修について議会運営委員会を開催していただきたいの

で、暫時休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午後  ２時０５分）  

 

再    開  （午後  ２時１５分）  

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続き再開いたします。  

（ブー）  

 

○議  長  

 続きまして、先ほど開催されました議会運営委員会の報告を求めます。山田

議会運営委員会委員長。  



－１２３－ 

○議会運営委員長（山田仁樹）  

 それでは、先ほど開催いたしました議会運営委員会の報告をさせていただき

ます。  

 先進地視察研修について協議を行い、本日の本会議の議題とすることに決定

をいたしました。御手元に、先ほど事務局から委員会としての視察計画書を配

付いただきました。  

 以上のとおり、議会運営委員会の報告とさせていただきます。  

○議  長  

 お諮りします。  

 先進地視察計画書についてを日程に追加し、日程の順序を変更し、直ちに議

題にしたいと思いますが、異議ございませんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、先進地視察計画書についてを日程に追加し、

日程の順序を変更し、直ちに議題とすることに決定しました。  

 続きまして  

 追加日程第１  先進地視察計画書についてを議題といたします。  

 議会運営委員会委員長より、先進地視察計画についての報告を求めます。山

田議会運営委員会委員長。  

○議会運営委員長（山田仁樹）  

 先ほど事務局から配付していただきました視察計画書の説明をさせていただ

きます。  

 視察年月日は令和８年９月２９日火曜日から３０日水曜日の１泊２日です。

視察地は、一つ目は神奈川県開成町、二つ目は、同じく神奈川県山北町。視察

目的は、開成町は議会改革について、山北町は空き家の利活用について。参加

議員は全員です。そして、当局から担当職員が参加予定です。最後に、随行員

として、議会事務局長、議会事務局職員が参加する予定です。  

 以上です。  

○議  長  

 ただいま議会運営委員会委員長より報告がありました先進地視察計画書のと

おり実施することに異議ございませんか。  

 

「異議なし」の声あり  



－１２４－ 

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、報告にありました先進地視察計画書のとおり

実施することに決定いたしました。  

 続きまして  

 日程第２  請願第１号  加齢性難聴者への補聴器購入に町独自の助成を求め

る請願書  

 本請願書については、文教厚生委員会に付託しておりますので、委員長の報

告を求めます。稲月文教厚生委員会委員長。  

○文教厚生委員長（稲月敏子）  

 文教厚生委員会委員長報告。  

 去る６月１１日に開催された令和８年平群町議会第４回定例会の本会議にお

いて文教厚生委員会に付託を受けた請願第１号  加齢性難聴者への補聴器購入

に町独自の助成を求める請願書について、６月１２日、当委員会を開催して審

査しました。その審査結果を報告いたします。  

 議案第１号  加齢性難聴者への補聴器購入に町独自の助成を求める請願書  

 この請願書の趣旨は、加齢性難聴者の補聴器購入に平群町独自の助成制度を

制定することを求めるものです。  

 討論では、３名から反対する旨の討論がありました。要旨は次のとおりで

す。  

 まず、難聴は日常生活で聞き間違いや会話に不便があるだけでなく、うつ

病、認知症の発症に大きく関わり、また、ひきこもりや孤独を助長すると言わ

れている。補聴器はコミュニケーションツールとして必要であると思うが、全

国一律の対応をすべきであるという町の見解や、欧米のように、健康保険適用

をすべきと請願署名に記されていることも理解できる。平群町は国保会計で町

独自の人間ドック追加項目の助成を実施しており、紹介議員の説明で、対象者

は６５歳以上であるならば、財源は一般会計ではなく介護保険事業で進めるべ

きであると考える。  

 次に、本請願へ１，０４６筆もの署名があることは大変重く受け止めてお

り、今後も高齢化が進むと予想される中で、継続的な財源確保が困難になるこ

ともある。補聴器は、現在、医療保険の対象外であり、数ある福祉用具から補

聴器の購入補助だけを公費で行うことの公平性については議論する必要があ

り、財政の厳しい平群町では、独自の助成ではなく、請願書に記載の欧米のよ

うに医療保険制度自体を改正し、全国的に公平な制度にすべきと判断し、この

請願書については理解できるが反対とする。  



－１２５－ 

 また、本請願は正しいと思うが、先にやるべきは、メーカーに高い価格を抑

えるよう要望することである。その上で助成していただくことを強く要望はす

る。  

 一方、この請願については反対討論と言いながら、基本的に重要なことであ

り、また、介護保険で実施すべきと発言されている。これは、どのような形で

行うかは別にし、議員ほぼ全員が実施すべきとの考えと推察される。請願は、

町長に議会としての意思を示すものであり、議会の総意となれば町長も重く受

け止めざるを得ない。さらに、１，０４６筆の署名を重く受け止めるのであれ

ば、どこにも問題がないことから、採択し、町長にもその旨を理解していただ

きたい。町も早い段階で検討するとのことなので、金額的にも大きな負担にな

らないことから、議会として実施を後押しすることが重要だと思い、請願に賛

成すると討論がありました。  

 採決の結果、請願第１号は挙手少数により不採択すべきものと決定しまし

た。  

 以上が当委員会に付託を受けました請願の審査結果であります。  

 よって、文教厚生委員会委員長報告といたします。  

令和８年６月２３日  

文教厚生委員会  

委員長  稲  月  敏  子  

 以上です。  

○議  長  

 ありがとうございました。  

 それでは、順次、質疑、討論、採決を行います。  

 これより請願第１号  加齢性難聴者への補聴器購入に町独自の助成を求める

請願書の委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○議  長  

 ないようでしたら、委員長報告に対する質疑を終結いたします。  

 これより討論に入ります。森田議員。  

○１１番  

 私は、請願第１号  加齢性難聴者への補聴器購入に町独自の助成を求める請

願書には、１，０４６筆の署名を重く受け止めなければならないわけですが、

私は次の理由で反対いたします。  



－１２６－ 

 難聴者は、日常生活で聞き間違いや会話が不便であることだけではなく、う

つ病、痴呆症の発症・進行に大きく関わってると言われております。また、ひ

きこもりや孤独を助長すると言われております。補聴器は、コミュニケーショ

ンツールとして、難聴者に補聴器が必要であると思いますが、町の見解は全国

一律の対応をすべきとの見解にも理解できるわけです。また、請願者署名の用

紙には、国は、欧米のように健康保険対応すべきにも理解できます。  

 ただ、本会議で紹介議員の説明では、三郷町や斑鳩町と同様に、対象は６５

歳以上とのことでした。私は、町は国保会計で独自の人間ドック追加の助成を

行っており、それであれば、財源は一般財源の財布ではなく６５歳以上の保健

福祉事業の相互扶助であり、デマンドタクシー同様介護保険事業で進めるべき

と考えます。  

 幸い、介護保険運営協議会には議会から２名の議員が委員になっております

ので、運営委員会で補聴器購入助成を提案、求めるべきことであることから、

本請願に反対いたします。  

○議  長  

 ほかにございませんか。植田議員。  

○７  番  

 私のほうからは、加齢性難聴者への補聴器購入に町独自の助成を求める請願

書に賛成の立場で討論をさせていただきます。  

 請願の趣旨説明のときにも申しましたが、加齢性難聴者の補聴器の必要性に

ついて、厚生労働省自身が聞こえの重要性をネットで、補聴器を使うことによ

る認知症の予防効果や、ＱＯＬが改善されていると発信をしています。これに

より、医療費や介護費用の削減にも私はつながると考えています。  

 文教厚生委員会のときにも３名の方の反対討論がありました。先ほど森田議

員からも反対討論されたわけですけれども、皆さん、１，０４６筆の署名は重

く受け止めている、請願の趣旨は理解できるが、財源の問題や国の制度として

行うべきとの理由で反対をされたかというふうに思います。  

 しかしながら、財源問題について、趣旨説明に対する質問で、私のほうから

一般財源だと考えているとお答えしたかと思いますが、本来、請願内容では、

補助金の財源まで特定はしていません。あくまで地方自治の役割としての住民

の福祉の増進として今回の補聴器の助成制度の創設を求めるものです。実施す

ることになるとなれば、財源については行政側から提案されるべきものと考え

ています。  

 また、国の制度として、全国的に公平な制度として行うべきとの立場から、

反対討論が委員会でもありました。もちろん、そのようになることが一番です



－１２７－ 

が、そうさせるためにも、地方から声を上げるということが大切だと考えま

す。  

 小学校の給食費無償化も、１０年以上も前から全国で運動が展開をされまし

た。そして、２０１８年１２月、我が党の吉良よし子参議院議員が国会の質問

の中で、文科省が学校給食法は自治体の全額補助を否定しないと認めた答弁が

ありました。これによって自治体独自での無償化が広がり、国を動かして、今

年度からスタートすることになりました。  

 今回の補聴器の助成についても、２０１３年度９月時点では全国で１２３市

町村であったのが、２０２６年５月末には６４７市町村、約５．３倍に２年８

か月の間に拡大をしております。補助金は３０万円から５０万円。財政に大き

な影響を与えるものではないのではというふうに私は考えます。  

 いずれにしても、国の助成制度とさせるためにも、今回の請願については賛

同いただきたく、賛成の立場で討論いたします。  

 以上です。  

○議  長  

 山本議員。  

○５  番  

 こちらの請願に記載されている加齢性難聴の補聴器購入助成は、社会的孤立

や認知症リスクの軽減、ＱＯＬ、クオリティー・オブ・ライフの向上につなが

るため、するべきという声が強く、導入する自治体が増加していることは事実

であります。今回、１，０４６筆もの署名を提出していただいているのも、こ

れは一定理解をしております。  

 ただ、助成に対する課題として、財源の余裕のある自治体とそうでない自治

体で助成制度に大きなばらつきが生じたり、そして、公金での継続的な財源確

保が困難になったりすることも、これは考えていかなければなりません。  

 補聴器は、現在のところ、医療保険の対象外であり、数ある福祉用具から補

聴器の購入補助だけを公費で行うことの公平性にも議論する余地はあるかと思

います。  

 ですので、財政の厳しい平群町独自の助成ではなく、請願書にも記載があり

ますが、欧米のように、医療保険制度自体を改正して、全国的に公平な制度に

すべきと判断し、この請願書については賛成できませんので、反対といたしま

す。  

○議  長  

 ほかにございませんか。稲月議員。  

○６  番  
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 私は、本請願については賛成をする立場で討論いたします。  

 加齢性難聴者が補聴器装着をしている、これはヨーロッパなどには非常に多

くの人たちが装着をしているという現実があります。そのヨーロッパなどに比

較をして、日本では大変遅れているのが現状でございます。必要性について

は、今も多くの方たちが討論の中でも述べられています。どなたも認めていた

だいているという状況のことから、今回の様々な議論をめぐって、非常に必要

性については明らかになりました。皆さんと同じ土壌に立っているのではない

かなというふうに私は理解をしております。  

 今、高齢化率がほぼ４０％とかいうところに平群町もなってきてるわけです

けれども、多くの高齢者が存在をする、これは事実でございます。この高齢者

の方々、私も含めてですが、長い経験、そして、そこで蓄積をした知識や知恵

を持っている、また技術もお持ち、こういった方々が社会にこれを生かしても

らう、これがどれだけ重要になってくるかと、今の現状では思わざるを得ませ

ん。  

 高齢者人口は、今後増え続けることはございません。戦後ベビーブームであ

った人たち、これのピークは超えます。高齢者人口は減少へと向かいます。そ

れほどの経費もかからず、聞こえの回復で社会とのつながりをしっかりつけて

いただくことにつながること、また、それぞれの能力も大いに発揮をしてもら

える、社会に貢献をしてもらえる、このような事業を進めていくことこそが自

治体の仕事ではないでしょうか。  

 どんどん助成する自治体は、先ほども植田議員のほうから述べられましたよ

うに、増えております。近隣で河合町、そして、ちょっと離れていますが、御

所市なども、ここは財政事情で言えば非常に厳しい、平群町以上に厳しいとい

うことも言われている、こういう現状がございます。それでもやろうというこ

とで実施をされております。大きな意義があるから、厳しいけれども、助成す

ることのほうが住民にとって非常に大きな効果がある、町政にとっても大きな

効果が出てくるということの判断でこのような措置がされたのだと判断をいた

します。  

 最近、香川県では、県としての制度も発足をされております。各市町村と県

が合わせて助成をしていく、そこまで厚い助成がされるというような状況も本

最近出てまいりました。このような広がりが大きな力となって国が制度化をし

ていくというふうになっていくのであって、じっと国がしてくれるまで、全国

一律になるまでと言って待っているのではなく、積極的に自治体としてこの助

成をし、国の動きに刺激を与えていく、国が実施をしてくれるのを助長させて

いく、そのようなことが大変重要でございます。  
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 これは、これまでの様々な、先ほど言われました学校給食や子どもの医療費

の無償化、そしてまた、高齢者、老人医療の無料化、今は違いますけれども、

以前こういうことも地方から行われてきました。経験からも言えることでござ

います。  

 平群町議会としては、みんなが意義を理解をしている、国にももう既に実施

を求める意見書も上げております。それなのに、住民の請願にも応えないとい

うことは、大きな誤りということになっていくのではないでしょうか。  

 どのように実施するかは行政が考えていただく事柄になってまいります。そ

の検討の中では、我々も意見を申し述べること、これは当然あるとは思います

が、本請願は早く可決をさせて、行政に対して実施をしていただけるよう進言

していくことは、住民の福祉を増進をさせるために大変重要と考え、本請願に

は賛成をいたします。  

 以上です。  

○議  長  

 ほかにございませんか。山田議員。  

○１０番  

 本請願には反対の立場で討論させていただきます。  

 討論としては、先ほど討論されました山本議員とほぼ同様でありまして、こ

の請願については特に異を唱えるものではございません。中身としましても大

変重要なことであると感じますが、この請願が、この委員長報告にも載ってま

すように、議会の意思を示すものであって、町長に重く受け止めていただかな

ければならないということで、議会の総意として採択を行いますと、町長に対

する、私なりには圧力ともなりかねないという心配もございます。  

 この請願内容は、政策的にも町長の専権事項であると考えます。町長におか

れましては、先ほどから出てました１，０４６筆の署名も重く受け止めていた

だきまして、また、議員それぞれの考えも考えていただきまして、町長は熟考

いただきたいということを申し上げ、請願には反対をいたします。  

○議  長  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○議  長  

 討論の途中ですけれども、ちょっと訂正があります。申し訳ありません。  

 委員長報告の文書で「議案第１号」というふうになっております。「請願第
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１号」ですので、それの誤植です。これは、本会議に出している文書ですので

公文書になりますので、この分については差し替えをさせていただきます。後

ほどの差し替えでよろしいですかね。いいですか。  

 

「了解」の声あり  

 

○議  長  

 そのことをお願いしておいて、討論なければ討論を打ち切りますが、よろし

いですか。  

 

「なし」の声あり  

 

○議  長  

 それでは、討論を終結いたします。  

 これより議案第１号について採決を行います。  

 本請願に対する委員長報告は不採択であります。請願第１号  加齢性難聴者

への補聴器購入に町独自の助成を求める請願書について、採択することに賛成

の方は挙手を願います。  

 

賛成者挙手  

 

○議  長  

 挙手少数であります。よって、請願第１号  加齢性難聴者への補聴器購入に

町独自の助成を求める請願書は不採択とすることに決定しました。  

 続きまして  

 日程第３  発議第１号  日本政府に非核三原則の堅持を求める意見書（案）  

を議題といたします。  

 議案の朗読を求めます。  

○局  長  

 それでは朗読いたします。  

 発議第１号  

  日本政府に非核三原則の堅持を求める意見書（案）  

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定によ

り提出する。  

令和８年６月２３日  
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提出者  稲  月  敏  子  

賛成者  須  藤  啓  二  

 〃   植  田  いずみ  

  日本政府に非核三原則の堅持を求める意見書（案）  

 非核三原則「核兵器を持たず、つくらず、持ち込ませず」は１９６７年（昭

和４２年）に佐藤栄作首相が国会において表明し、１９７１年（昭和４６年）

に衆議院において、遵守することを確認する決議が可決されて以来、我が国の

国是として位置づけられ、歴代内閣により、一貫して堅持されてきた原則です。  

 我が国は、広島・長崎に原子爆弾が投下された唯一の戦争被爆国として、核

兵器の非人道性を世界に訴え続けてきました。  

 １９９４年（平成６年）以降国連総会において、毎年、核兵器廃絶決議案を

提出してきたことはその象徴であり、国際社会においても、非核三原則を堅持

する我が国の姿勢は地域及び世界の安定に一定の役割を果たしてきたと評価さ

れています。  

 さらに、２０２４年（令和６年）には、日本原水爆被害者団体協議会がその

長年にわたる核兵器廃絶と平和を求める活動が国際社会から高く評価され、ノ

ーベル平和賞を受賞しました。この受賞は、被爆者の「核兵器のない世界を実

現したい」という切実な訴えが国境や世代を超えて共有されていることを示し

たと言えます。  

 今、国際情勢は一層厳しさを増し、核兵器を巡る緊張も高まっています。こ

うした中、我が国では、安全保障関連三文書の改訂に向けた議論が与党内です

すめられており、非核三原則の見直しを懸念する声があります。  

 広島と長崎にもたらされた惨禍を二度と繰り返さぬよう被爆の実相を後世に

伝え、「核兵器のない世界」の実現に向けた努力を着実に積み重ねていくこと

は、唯一の戦争被爆国である我が国の重要な使命です。だからこそ、非核三原

則は我が国の安全保障政策の根幹として、今後も確実に堅持されるべきです。  

 平群町は１９８６年（昭和６１年）３月に「非核平和の町宣言」を行い、住

民の生命、財産を守り、豊かな自然、貴重な文化財を継承していくためにも、

核兵器も戦争もない世界が実現できるよう、取組みを続けてきました。  

 よって、平群町議会は国会及び政府に対し核兵器のない平和な世界実現を願

う被爆地の思いを真摯に受け止め非核三原則を今後も堅持することを強く要請

します。  

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。  

 以上です。  

○議  長  
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 続いて、提出者の趣旨説明を求めます。稲月議員。  

○６  番  

 それでは、ただいま議会事務局長のほうから朗読をしていただきました非核

三原則堅持を政府に求める意見書提出の趣旨のほうの説明をさせていただきま

す。  

 核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず、この三原則見直しとの声が現政権

下で出てまいっております。被爆の惨禍を経験した我が国日本が平和国家とし

てここまで積み上げてまいりました核軍縮の努力、また、世界の信頼を壊して

しまうということになりかねないということで、大変危惧をするところでござ

います。  

 核兵器をめぐる世界の状況は大変危険になっていることは現実です。抑止力

という名で核兵器を拡散・拡大していけば止まることなく拡大をし、地球は破

滅をすることになってしまいます。  

 昨年、広島平和記念式典において、当時広島県知事でありました湯崎英彦氏

の宣言文、これは、その中で、国守りて山河なし、このような状況になってし

まうと述べられました。まさに、この言葉が見事に表現をしているのではない

でしょうか。抑止で国を守ろうと躍起となっていると想像以上のことが起こっ

てしまいます。とんでもないことになってしまうと想像ができます。だからこ

そ、二度と核兵器の使用を許さない決意、被爆国である我が国がしっかり発言

をしていくことがより必要になってきていると、被爆地広島や長崎から強く発

信をされておられます。今だからこそ、揺らぐことなく非核三原則を堅持し、

内外に発信していくことがますます重要と考えます。  

 町長も、３月議会で、非核の町宣言の町であることについては、どんなこと

があっても、いささかも揺るぐことはないという力強いお言葉もおっしゃって

いただきました。我々議会人も揺るぐことなく、非核三原則を日本政府が堅持

をしていくことを求める当意見書を全会一致で可決をし、戦争も核兵器もない

世界をつくっていけるよう政府に申し上げてまいろうではありませんか。ぜひ

とも皆さんの御賛同を頂きますようお願いをいたします。  

 以上です。  

○議  長  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○議  長  
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 ないようでしたら、本案に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。討論ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○議  長  

 ないようでしたら、本案に対する討論を終結します。  

 これより発議第１号について採決を行います。  

 本案については、原案どおり可決し、意見書として関係行政庁へ送付するこ

とにいたしたいと思いますが、異議ございませんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、発議第１号  日本政府に非核三原則の堅持を

求める意見書（案）は原案どおり可決し、意見書として関係行政庁に送付する

ことに決定しました。  

 続きまして  

 日程第４  委員会の閉会中の継続調査の件を議題とします。  

 議会運営委員会委員長より、会議規則第７５条の規定によって、お手元にお

配りいたしました閉会中の継続調査の申出があります。  

 お諮りいたします。  

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにいたしたいと思

いますが、異議ございませんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査

とすることに決定いたしました。  

 以上で、本定例会に付議された事件については全部終了いたしました。  

 これで本日の会議を閉じます。  

 町長、閉会に当たりまして、御挨拶をお願い申し上げます。西脇町長。  

○町  長  

 本日ここに令和８年第４回定例会の閉会を迎えるに当たりまして、一言御挨
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拶を申し上げます。  

 今期定例会は、去る６月９日の開会以来、本日までの会期中、議員各位にお

かれましては、始終熱心に御審議を頂き、本日ここに全ての議案につきまして

原案どおり可決、同意を賜りました。深く感謝申し上げます。  

 本定例会において、各議員から一般質問などを通じて頂きました本町の行財

政運営や住民福祉の向上、地域の活性化などに関する多面的な御提言や御意見

につきましては、その趣旨を十分に理解し、今後の町政運営に万全を期してま

いる所存でございます。  

 さて、暦の上では既に梅雨入りを迎え、これから本格的な夏に向かう季節と

なりました。近年は全国各地で局地的な集中豪雨や大型台風による甚大な災害

が頻発しております。本町におきましても、町民の皆様の安全・安心を第一に

考え、災害体制の強化や防災インフラの点検など、危機管理に一層の万全を期

してまいります。同時に、これから本格化する夏の猛暑に備え、熱中症対策を

はじめとする町民の皆様の健康管理、健康増進への支援にも注力をしてまいり

ます。  

 議員各位におかれましても、行政と一体となったまちづくりの推進になお一

層の御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。  

 結びに、これから本格的な暑さを迎える折、議員各位におかれましては、健

康には十分御留意いただき、なお一層御活躍されますことを御祈念申し上げ、

閉会に当たっての挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。  

○議  長  

 これをもって令和８年平群町議会第４回定例会を閉会いたします。  

（ブー）  

閉    会  （午後  ２時５１分）  

 


